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 証券コード　4284

 平成25年３月12日

株 主 各 位 

 東 京 都 港 区 芝 五 丁 目 3 3 番 ７ 号

 株 式 会 社 ソ ル ク シ ー ズ
代表取締役社長 長 尾 　 章

第33期定時株主総会招集ご通知

拝啓　平素は格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。

　さて、当社第33期定時株主総会を下記のとおり開催いたしますので、

ご出席くださいますようご通知申し上げます。
　なお、当日ご出席願えない場合は、書面によって議決権を行使することができ

ますので、後記の株主総会参考書類をご検討くださいまして、お手数ながら同封

の議決権行使書用紙に議案に対する賛否をご表示いただき、平成25年３月27日（水

曜日）午後５時30分までに到着するようご返送くださいますようお願い申し上げ

ます。

敬　具

記

１．日 時 平成25年３月28日（木曜日）午前10時

２．場 所 東京都台東区東上野一丁目26番２号
 オーラム　地下２階　ラ・サル ローヤル
（会場へは末尾の「株主総会会場ご案内図」をご参照のうえ、
ご来場ください。）

３．会議の目的事項

　報 告 事 項 (1) 第33期（平成24年１月１日から平成24年12月31日まで）事

業報告及び連結計算書類の内容報告ならびに会計監査人及

び監査役会の連結計算書類監査結果報告の件
　  (2) 第33期（平成24年１月１日から平成24年12月31日まで）計

算書類の内容報告の件

　決 議 事 項 　

　第１号議案 剰余金の処分の件

　第２号議案 取締役６名選任の件

　第３号議案 監査役２名選任の件

　第４号議案 補欠監査役２名選任の件

　第５号議案 退任取締役に対し退職慰労金贈呈の件

以　上
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◎当日ご出席の際は、お手数ながら同封の議決権行使書用紙を会場受付へご

提出くださいますようお願い申し上げます。

◎第33期定時株主総会招集ご通知に添付すべき書類のうち、連結計算書類の

「連結注記表」及び計算書類の「個別注記表」につきましては、法令及び

当社定款第14条に基づき、インターネット上の当社ウェブサイトに掲載し

ておりますので、本招集ご通知の添付書類には記載いたしておりません。

なお、「連結注記表」及び「個別注記表」は、会計監査人が監査報告書を

作成するに際して、連結計算書類、計算書類の一部として併せて監査を受

けております。

◎株主総会参考書類ならびに事業報告、連結計算書類及び計算書類に修正が

生じた場合には、インターネット上の当社ウェブサイトにて修正後の内容

を掲載させていただきます。

　
《当社ウェブサイト》　　http://www.solxyz.co.jp　
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〔提供書面〕
　

事　 業　 報　 告

(平成24年１月１日から
平成24年12月31日まで)

　

１．企業集団の現況

 (1)当連結会計年度の事業の状況 

 ① 事業の経過及びその成果

当連結会計年度の我が国経済は、震災復興投資等により緩やかな回復傾

向にありましたが、春以降、欧州財政危機、新興国経済の減速などにより

足踏み状態が続きました。国内ＩＴ投資についても、金融業界を中心に投

資計画の延期・規模縮小の動きが続き、厳しい業務環境となりました。

このような中、当社は専門特化戦略と安定収益業務拡大戦略に基づき、

子会社を中心に推進してきた特徴ある商品・サービスの提供業務の事業基

盤強化に努め、新設の中国現地法人を除く全ての子会社の収益性向上を果

たすなど、大きな成果を挙げることが出来ました。当社では、更に新たな

戦略事業として中国関連ビジネス及びクラウドビジネスについて注力し、

中国マーケット向けに新たな製品を開発し、販売を開始したほか、クラウ

ドビジネスについても、「Cloud Shared Office」の本格的な販売を開始し

ました。

当連結会計年度の売上高は、前年度比6.6％減の8,570百万円となりまし

た。

セグメント別では、主業務であるソフトウェア開発事業の売上高は、自

動車教習所向け等のソリューション業務（連結子会社㈱ノイマン）、大手

自動車メーカー等を対象とした組込み系コンサル業務（連結子会社㈱エク

スモーション）、計測系開発業務（連結子会社㈱イー・アイ・ソル）など

において増収となりましたが、上述の事業環境の影響を受け、本体を中心

にした金融顧客向け等のSI/受託開発業務が減収となり、同6.5%減の8,121

百万円となりました。

デジタルサイネージ事業の売上高は、ＬＥＤ等の機器単価の下落等によ

り、同8.5%減の448百万円となりました。

損益面では、本体を中心にソフトウェア開発事業における原価圧縮に努

めたほか、子会社における高収益業務での増収が寄与し、売上総利益段階
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で同5.4%増の1,807百万円となりました。販売費及び一般管理費は、各方面

に亘る経費圧縮努力により、同7.5%減の1,526百万円となりました。

この結果、営業利益は同332.7%増の280百万円、経常利益は同555.9%増の

325百万円となり、投資有価証券評価損等の特別損失9百万円、法人税等134

百万円を控除した当期純利益は184百万円（前年度は154百万円の純損失）

となりました。

　

② 設備投資の状況

　当連結会計年度における設備投資の総額は273百万円であります。その内訳

は次のとおりであります。

イ.　有形固定資産 11百万円

ロ.　無形固定資産 261百万円

　

③ 資金調達の状況

　　当連結会計年度中に、当社グループの所要資金として、金融機関より長期

　借入金として650百万円の調達を行いました。　

　

　

(2) 直前３事業年度の財産及び損益の状況

区　分 平成21年度 平成22年度 平成23年度
平成24年度

当連結会計年度

売 上 高(百万円) 9,249 8,950 9,178 8,570

経 常 利 益(百万円) 2 166 49 325

当期純利益または
純 損 失 （ △ ）

(百万円) △1,106 6 △154 184

１株当たり当期純利益また
は 純 損 失 （ △ ）

△90円
13銭

0円
51銭

△14円
30銭

17円
17銭

総 資 産(百万円) 6,391 6,076 5,985 6,444

純 資 産(百万円) 2,906 2,705 2,111 2,283

１ 株 当 た り 純 資 産
235円

13銭
229円

60銭
195円

24銭
211円

37銭
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(3) 重要な親会社及び子会社の状況

　①　重要な親会社の状況

　　　該当事項はありません。

　

②　重要な子会社の状況　

名 称 資 本 金 議決権比率 主 要 な 事 業 の 内 容

株式会社エフ・エフ・ソル 128百万円 94.4％ ソフトウェア受託開発

株式会社イー・アイ・ソル 30百万円 100.0％ ソフトウェア受託開発

株式会社ｔｅｃｏ 30百万円 100.0％ ウェブサイト開発

株式会社インフィニットコン
サルティング

30百万円 100.0％
ソフトウェア開発コンサルテ
ィング

株式会社ノイマン 145百万円 100.0％ ソリューションサービス

株式会社インターディメンシ
ョンズ

20百万円 100.0％
デジタルサイネージ、映像・
音響設備等の設置工事及び関
連機器販売

株式会社エクスモーション 9百万円 100.0％
ソフトウェア開発コンサルテ
ィング

株式会社コアネクスト 9百万円 100.0％ ソフトウェア受託開発

株式会社アスウェア 9百万円 100.0％ ソフトウェア受託開発

索路克（杭州）信息科技有限
公司

125百万円 96.0％
デジタルサイネージ関連機器
及びコンテンツ開発・販売等

　

③　企業結合の経過

　　索路克（杭州）信息科技有限公司は、資本の充実を図るため、平成24年

　12月17日に75百万円の増資を実行いたしました。その結果、資本金は125

　百万円となりました。　

　

④　その他の重要な企業結合の状況

　SBIホールディングス株式会社は、当社の議決権の26.3%を保有しており、

当社は同社の持分法適用の関連会社であります。
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(4) 対処すべき課題

当社グループは、ストック型ビジネスの強化・拡充などの戦略施策を推

進中であり、ソルクシーズ本体によるクラウドビジネスの推進や、M&Aなど

の手法を用いた連結子会社の拡充などにより事業基盤の一層の強化に努め

る必要があると認識しております。

SI/受託開発業務の国内人的リソースは、中長期的に減少傾向にあり、今

後、安定的な成長を続けるためには、要員増強努力に加え、中国、ASEAN諸

国等でのオフショア開発の利用拡大が重要になります。それに伴い、SI/受

託開発に携わるシステムエンジニアの教育において、プログラミングなど

の製造工程のノウハウだけでなく、より上流寄りのプロジェクト管理ノウ

ハウを更に強化していくと同時に、世界標準の技術をいち早く取り込むた

めの施策として、グローバルに通用する人材育成を強化する必要があると

認識しています。　

　

　

(5) 主要な事業内容（平成24年12月31日現在）

①　ソフトウェア開発事業

・ＳＩ／ソフトウェア開発業務

委託を受けて行う情報システムの分析、設計からプログラム開発及び移

行までのサービスならびに保守管理、関連機器の販売等

・ソリューション業務

ＥＲＰなどのパッケージソフトの販売、カスタマイズ（周辺システムの

開発を含む）、保守等のサービスならびにセキュリティコンサルティン

グ、これらの関連機器の販売または関連サービス等

②　デジタルサイネージ事業

デジタルサイネージ、映像・音響設備等の設置工事及び関連機器販売　

　

　

(6) 主要な事業所（平成24年12月31日現在）

本社

（東京都港区芝五丁目33番７号　徳栄本館ビル）　
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(7) 使用人の状況（平成24年12月31日現在）

　①企業集団の使用人の状況　

 使 用 人 数 前 連 結 会 計 年 度 末 比 増 減

 名 名
ソ フ ト ウ ェ ア 開 発 事 業 634 △1

デジタルサイネージ事業 19 △27

合 計 653 △28

　

　②当社の使用人の状況

使 用 人 数 前 事 業 年 度 末 比 増 減 平 均 年 齢 平均勤続年数

名 名 歳 年
482 － 39.2 10.8

　

　

 (8) 主要な借入先（平成24年12月31日現在）

借 入 先 借 入 残 高

 百万円
株 式 会 社 み ず ほ 銀 行 638

株 式 会 社 三 菱 東 京 Ｕ Ｆ Ｊ 銀 行 475

株 式 会 社 三 井 住 友 銀 行  174

株 式 会 社 東 京 都 民 銀 行  125
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２．会社の現況

（1）株式の状況（平成24年12月31日現在）

① 発行可能株式総数  19,600,000株

② 発行済株式の総数  　13,410,297株（自己株式2,689,728株を含む）

③ 株主数    　  14,452名（前年度末比1,796名減）

④ 大株主（上位10名）

株 主 名 持 株 数 持 株 比 率

 株 ％
S B I ホ ー ル デ ィ ン グ ス 株 式 会 社 2,820,000 26.30

丸 紅 株 式 会 社 738,000 6.88

長 尾 　 章 559,674 5.22

日 本 新 思 ソ フ ト 株 式 会 社 523,000 4.88

ソ ル ク シ ー ズ 従 業 員 持 株 会 261,952 2.44

セ ン コ ン イ ン ベ ス ト メ ン ト 株 式 会 社 251,000 2.34

株 式 会 社 ト ラ ス ト シ ス テ ム 201,440 1.88

長 﨑 正 宣 152,052 1.42

北 愛 知 三 菱 自 動 車 販 売 株 式 会 社 102,400 0.96

エムアンドエス・システムデザイナーズ株式会社 98,500 0.92

（注）１．自己株式は上記大株主から除外しております。

　　　２．持株比率は自己株式（2,689,728株）を控除して計算しております。
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（2）新株予約権等の状況

　①　当事業年度の末日において当社役員が保有している職務執行の対価とし

て交付された新株予約権の状況

　　当事業年度の末日において、旧商法に基づいて交付された新株予約権の

状況は次のとおりです。

　

平成18年３月30日開催の第26期定時株主総会決議による新株予約権

・新株予約権の発行日 平成18年４月24日

・新株予約権の数 5,170個

（新株予約権１個当たりの

株式数120株）

・新株予約権の目的となる株式の数 普通株式　620,400株

・新株予約権の発行価額 無償

・新株予約権の行使に際しての払込金額 １株につき510円

・新株予約権の行使期間 平成20年５月１日から

平成25年４月30日まで　

        ・新株予約権の行使の条件

イ. 権利行使時においても、当社または当社子会社の取締役、監査役、

および従業員の地位にあることを要するものとする。ただし、任期

満了による退任、定年退職、会社都合による退任・退職、業務上の

疾病に起因する退職、及び転籍によるものであり、かつ取締役会が

認めた場合はその限りではない。

ロ. 新株予約権者が死亡した場合は、新株予約権の相続を認めないも

のとする。

        ・上記のうち、当社取締役、取締役以外の当社役員の保有する新株予約

　　　　　権の区分別合計

区 分 新 株 予 約 権 の 数 目的となる株式数 保 有 者 数

取 締 役 840個 100,800株 ７名

監 査 役 130個 15,600株 ２名

　

　②  当事業年度中に職務執行の対価として使用人等に交付した新株予約権の

　　　状況

　　該当事項はありません。
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　③  その他新株予約権等に関する重要事項

　　該当事項はありません。

　

(3)会社役員の状況　

　① 取締役及び監査役の状況（平成24年12月31日現在）

会 社 に お け る 地 位 氏 名 担 当 及 び 重 要 な 兼 職 の 状 況

代 表 取 締 役 社 長 長 尾 　 章

株式会社エフ・エフ・ソル　代表取
締役会長
株式会社イー・アイ・ソル　代表取
締役会長
株式会社teco　代表取締役社長
株式会社インフィニットコンサルテ
ィング　代表取締役会長
株式会社ノイマン　代表取締役社長
株式会社インターディメンションズ
代表取締役
株式会社エクスモーション　代表取
締役社長
株式会社コアネクスト　代表取締役
会長
株式会社アスウェア　代表取締役会
長
索路克（杭州）信息科技有限公司　
董事長　兼　総経理

常 務 取 締 役 渡 辺 源 記
管理本部長
株式会社teco　取締役

常 務 取 締 役 田 中 　 守

事業本部長
株式会社エフ・エフ・ソル　取締役
株式会社インフィニットコンサルテ
ィング　取締役社長　
株式会社アスウェア　取締役社長　

取 締 役 鈴 木 俊 男
営業本部長
株式会社イー・アイ・ソル　取締役

取 締 役 青 柳 義 徳

株式会社エフ・エフ・ソル　取締役
社長
株式会社インターディメンションズ
取締役

取 締 役 萱 沼 利 彦 　事業推進本部長　兼　内部監査室長　

取 締 役 阿 部 文 也
　事業本部副本部長　兼　産業事業部長
　株式会社teco　取締役

取 締 役 小 森 由 夫

　事業本部副本部長　兼　第二金融事業
部長

　株式会社インフィニットコンサルティ
　ング　取締役
　株式会社コアネクスト　取締役社長

常 勤 監 査 役 石 田 穂 積 　
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会 社 に お け る 地 位 氏 名 担 当 及 び 重 要 な 兼 職 の 状 況

監 査 役 佐 野 芳 孝

佐野公認会計士事務所公認会計士　
シンヨー株式会社　監査役
株式会社河原　監査役
ラップマスターエスエフティ株式会
社　監査役
株式会社ＩＤＸ　監査役　

監 査 役 増 　 田 　 一 比 古 　

（注）１．監査役佐野芳孝氏及び増田一比古氏は社外監査役であります。

２．監査役佐野芳孝氏は、公認会計士の資格を有しており、財務及び会計に関する相当程

度の知見を有するものであります。

３．当社は、監査役佐野芳孝氏を株式会社大阪証券取引所の定めに基づく独立役員として

指定し、同取引所に届け出ております。　

　

② 事業年度中に退任した取締役及び監査役

　　 該当事項はありません。
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③ 取締役及び監査役の報酬等

イ　当事業年度に係る報酬等の総額　

区 分 支 給 人 員 報 酬 等 の 総 額

取      締      役
（うち社外取締役）

８名
（―名）

171百万円
(－百万円)

監      査      役
（うち社外監査役）

３名
（２名）

15百万円
(7百万円)

合 計 11名 187百万円

　（注）１．取締役の報酬等の総額には、使用人兼務取締役の使用人分給与は含まれておりま

　　　　　せん。

　２．取締役の報酬限度額は、平成20年３月27日開催の第28期定時株主総会において月額

20百万円以内（ただし、使用人分給与は含まない）と決議いただいております。

　３．監査役の報酬限度額は、平成９年11月13日開催の臨時株主総会において月額３百万

円以内と決議いただいております。

　４．上記の報酬等の総額には、当事業年度における役員退職慰労引当金の繰入額14百万

円（取締役８名に対し14百万円、常勤監査役１名に対し０百万円）が含まれておりま

す。

　

ロ　当事業年度に支払った役員退職慰労金

　該当事項はありません。
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④ 社外役員に関する事項

イ　他の法人等の重要な兼職の状況及び当社と当該法人等との関係

　社外監査役佐野芳孝氏は、佐野公認会計士事務所の公認会計士であり、シンヨー株式会

社、株式会社河原、ラップマスターエスエフティ株式会社ならびに株式会社ＩＤＸの監査

役であります。当社は、同事務所及び各社とは特別な関係はありません。　

ロ　当事業年度における主な活動状況

 活 動 状 況

監査役 佐 野 芳 孝

当事業年度において開催された、取締役会22回、監査役会13

回の全てに出席いたしました。主として公認会計士としての

専門的見地から、代表取締役及び会計監査人と定期的に会合

し、取締役会の意思決定の妥当性、適正性を確保するため、

必要な発言を行っています。監査役会においては、監査の実

効性を確保するために、必要な発言を行っています。

監査役 増　田　一比古

当事業年度において開催された、取締役会22回、監査役会13

回の全てに出席いたしました。事業会社のシステム部門なら

びに役員の経験を活かして主に事業部門の監査を行い、代表

取締役と定期的に会合し、取締役会の意思決定の妥当性、適

正性を確保するため、必要な発言を行っています。監査役会

においては、監査の実効性を確保するために、必要な発言を

行っています。
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（4）会計監査人の状況

① 名称 新日本有限責任監査法人

　

② 報酬等の額

イ 当事業年度に係る報酬等の額

29百万円

　

ロ 当社及び当社の子会社が会計監査人に支払うべき金銭その他の財産上の

利益の合計額

29百万円

　

 （注）当社と会計監査人との間の契約において、会社法に基づく監査と金融商

品取引法に基づく監査の監査報酬等の額を明確に区分しておらず、実質的

にも区分できませんので、当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額には

これらの合計額を記載しております。

　

③ 非監査業務の内容

該当事項はありません。

　

④ 会計監査人の解任または不再任の決定の方針

取締役会は、会計監査人の職務の執行に支障がある場合等、その必要があ

ると判断した場合は、監査役会の同意を得たうえで、または監査役会の請求

に基づいて、会計監査人の解任または不再任を株主総会の会議の目的とする

ことといたします。

　監査役会は、会計監査人が会社法第340条第１項各号に定める項目に該当す

ると認められる場合は、監査役全員の同意に基づき、会計監査人を解任いた

します。この場合、監査役会が選定した監査役は、解任後最初に招集される

株主総会におきまして、会計監査人を解任した旨と解任の理由を報告いたし

ます。
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（5）業務の適正を確保するための体制

　取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制そ

の他会社の業務の適正を確保するための体制についての決定内容の概要は以下

のとおりであります。

①  取締役及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保する

ための体制

　企業としての社会的信頼に応え、ソルクシーズグループ全体の企業倫理・

法令遵守の基本姿勢を明確にすべく「コンプライアンス基本方針」を定める

とともに、具体的な行動指針である「企業行動基準」を定める。

　当社の役員はこれらを率先垂範して実践するほか、コンプライアンス推進

の総括責任者として「コンプライアンス担当取締役」を任命する。

　「コンプライアンス担当取締役」は全社横断的なコンプライアンス体制の

整備・充実及び問題点の把握に努めるほか、役職員に対する研修を実施する

等により、コンプライアンス意識の浸透を図る。

　内部通報規程を定め、内部通報窓口を総務部及び内部監査室に設置し、問

題の早期発見・未然防止を図る。　

　

②  取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制

　取締役の職務執行に係る情報については、「文書管理規程」に基づき、そ

の保存媒体に応じて適切・確実に、かつ閲覧可能な状態で定められた期間、

保存・管理する。

　

③  損失の危険の管理に関する規程その他の体制

　当社のリスク管理全体に関する統括責任者として「リスク管理担当取締役」

を任命するとともに、「リスク管理担当取締役」を委員長とする「リスク管

理委員会」を設置する。

　「リスク管理委員会」は個々のリスクに対応した規程・マニュアル、管理

体制を前提に、全社的なリスク管理体制の整備及び問題点の把握に努め、予

め具体的なリスクを想定・分類して、有事の際の迅速かつ適切な情報伝達と

緊急体制を整備する。また、定期的に上記の体制整備の進捗状況をレビュー

するとともに、具体的な個別事案の検証を通じて全社的体制の適切性に関す

るレビューを行う。これらのレビュー結果を含め、「リスク管理委員会」は

定期的に取締役会、監査役会にリスク管理に関する事項を報告する。

　

④  取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制

　取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制の基礎

として、取締役会を月１回定時に開催するほか、適宜臨時に開催する。



2013/02/26 0:33:08 ／ 12889166_株式会社ソルクシーズ_招集通知

業務の適正を確保するための体制

－ 16 －

　当社は組織規程、業務分掌規程、職務権限規程等の社内規程を整備し、各

役職者の権限と責任の明確化を図り、適正かつ効率的な職務の執行が行われ

る体制を構築する。

　取締役、社員が共有する全社的な目標を定め、この浸透を図るとともに、

この目標達成に向けて各部門が実施すべき具体的な目標及び効率的な達成の

方法を業務担当取締役が定める。また、取締役、監査役及び各本部長により

構成された経営会議において、毎月業務担当取締役より業績のレビューと改

善策を報告させ、具体的な施策を実施させる。

　

⑤  当社及び子会社から成る企業集団における業務の適正を確保するための体

制

　企業倫理・法令遵守の基本姿勢を示した「コンプライアンス基本方針」を

ソルクシーズグループ全体に適用し、その浸透を図るとともに「コンプライ

アンス担当取締役」はグループ各社の事業を所管する事業部門と連携し、グ

ループ各社における内部統制の実効性を高めるための指導・支援を行う。

　関係会社管理規程を定め、グループ各社の重要事項の決定に当っては当社

の承認を得る等の方法でその業務の適正を確保する。

　

⑥  監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合における当

該使用人に関する事項及び当該使用人の取締役からの独立性に関する事項

　監査役からその職務を補助すべき使用人の設置を求められた場合は、監査

役と協議のうえ、適切な人材を内部監査室に配置する。

　監査役より監査業務に必要な命令を受けた当該使用人はその命令に関して、

取締役、内部監査室長等の指揮命令を受けない。また、当該使用人の人事権

に係る決定については、監査役の事前の同意を得ることにより取締役からの

独立性を確保する。

　

⑦  取締役及び使用人が監査役会または監査役に報告をするための体制、その

他の監査役への報告に関する体制及びその他監査役の監査が実効的に行わ

れることを確保するための体制

　取締役及び使用人は当社及びグループ各社の業務・業績に係る重要な事項、

職務の執行に関する法令違反・定款違反及び不正行為の事実、または当社及

びグループ各社に損害を及ぼす事実について監査役に報告する。

　前記にかかわらず、監査役は必要に応じて取締役及び使用人に対し報告を

求めることができるものとするとともに、代表取締役社長、監査法人と情報

交換に努め、連携して当社及びグループ各社の監査の実効性を確保する。

　

（注）本事業報告中の記載金額は、表示単位未満を切り捨てて表示しております。
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連 結 貸 借 対 照 表
（平成24年12月31日現在）

（単位：千円）

資 産 の 部 負 債 の 部

流 動 資 産

現 金 及 び 預 金

受取手形及び売掛金

有 価 証 券

た な 卸 資 産

繰 延 税 金 資 産

そ の 他

貸 倒 引 当 金

固 定 資 産

有 形 固 定 資 産

建 物 及 び 構 築 物

機械装置及び運搬具

工具、器具及び備品

土 地

リ ー ス 資 産

無 形 固 定 資 産

の れ ん

ソ フ ト ウ ェ ア

電 話 加 入 権

そ の 他

投資その他の資産

投 資 有 価 証 券

繰 延 税 金 資 産

そ の 他

貸 倒 引 当 金

繰 延 資 産

社 債 発 行 費

3,869,511

1,521,790

1,398,630

530,860

285,815

36,118

101,775

△5,481

2,570,816

616,750

52,059

10,965

26,212

519,572

7,941

562,963

13,666

547,178

1,841

276

1,391,103

697,303

378,999

316,240

△1,440

3,829

3,829

流 動 負 債 2,425,592

支払手形及び買掛金 479,977

短 期 借 入 金 642,000

１年内償還予定の社債 260,000

１年内返済予定の長期借入金 399,200

未 払 費 用 229,064

リ ー ス 債 務 2,526

未 払 法 人 税 等 147,138

そ の 他 265,686

固 定 負 債 1,735,021

社 債 70,000

長 期 借 入 金 467,800

リ ー ス 債 務 5,812

退 職 給 付 引 当 金 1,030,752

役員退職慰労引当金 131,466

そ の 他 29,190

負 債 合 計 4,160,614

純 資 産 の 部

株 主 資 本 2,248,507

資 本 金 1,494,500

資 本 剰 余 金 1,468,229

利 益 剰 余 金 288,299

自 己 株 式 △1,002,520

その他の包括利益累計額　 17,522

その他有価証券評価差額金 8,787

為 替 換 算 調 整 勘 定 8,735

少 数 株 主 持 分 17,512

純 資 産 合 計 2,283,542

資 産 合 計 6,444,157 負 債 ・ 純 資 産 合 計 6,444,157
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連 結 損 益 計 算 書

(平成24年１月１日から
平成24年12月31日まで)

　 （単位：千円）

売 上 高  8,570,002

売 上 原 価  6,762,814

売 上 総 利 益  1,807,188

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費  1,526,452

営 業 利 益  280,736

営 業 外 収 益   

受 取 利 息 3,990  

受 取 配 当 金 3,582  

デ リ バ テ ィ ブ 評 価 益 45,270 　

そ の 他 25,704 78,547

営 業 外 費 用   

支 払 利 息 21,139  

投 資 事 業 組 合 運 用 損 3,258  

そ の 他 9,864 34,263

経 常 利 益  325,020

特 別 利 益 　 　

投 資 有 価 証 券 売 却 益 19 　19

特 別 損 失   

固 定 資 産 除 却 損 862  

投 資 有 価 証 券 評 価 損 5,309  

投 資 有 価 証 券 売 却 損 1,868 　

ゴ ル フ 会 員 権 評 価 損 1,674  9,714

税 金 等 調 整 前 当 期 純 利 益  315,326

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 185,029  

法 人 税 等 調 整 額 △50,617 134,411

少 数 株 主 損 益 調 整 前 当 期 純 利 益  180,914

少 数 株 主 損 失  △3,127

当 期 純 利 益  184,041



2013/02/26 0:33:08 ／ 12889166_株式会社ソルクシーズ_招集通知

連結株主資本等変動計算書

－ 19 －

連結株主資本等変動計算書

(平成24年１月１日から
平成24年12月31日まで)

　 （単位：千円）

 
株 主 資 本

資 本 金 資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金 自 己 株 式 株主資本合計

平成24年１月１日　残高 1,494,500 1,468,229 131,060 △1,002,271 2,091,519

連結会計年度中の変動額      

剰 余 金 の 配 当      △26,803  △26,803

当 期 純 利 益   184,041  184,041

自 己 株 式 の 取 得    △249 △249

株主資本以外の項目の連結
会計年度中の変動額(純額)

     

連結会計年度中の変動額合計 ― ― 157,238 △249 156,988

平成24年12月31日　残高 1,494,500 1,468,229 288,299 △1,002,520 2,248,507

　  

 

そ の 他 の 包 括 利 益 累 計 額

少数株主持分 純 資 産 合 計その他有価
証 券
評価差額金

為替換算調整
勘 定

その他の包
括利益累計
額 合 計

平成24年１月１日　残高 573 1,117 1,690 17,939 2,111,149

連結会計年度中の変動額      

剰 余 金 の 配 当     △26,803

当 期 純 利 益     184,041

自 己 株 式 の 取 得     △249

株主資本以外の項目の連結
会計年度中の変動額(純額)

8,214 7,617 15,831 △426 15,405

連結会計年度中の変動額合計 8,214 7,617 15,831 △426 172,393

平成24年12月31日　残高 8,787 8,735 17,522 17,512 2,283,542
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連結計算書類に係る会計監査人の監査報告

 独立監査人の監査報告書  

 平成25年２月19日 

 株式会社ソルクシーズ  

 取締役会　御中  

        新日本有限責任監査法人  

 

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

公認会計士 上  林  三子雄 

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

公認会計士 毛  利  篤  雄 
 

 　

  当監査法人は、会社法第444条第４項の規定に基づき、株式会社ソルクシー

ズの平成24年１月１日から平成24年12月31日までの連結会計年度の連結計算

書類、すなわち、連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計

算書及び連結注記表について監査を行った。

　

連結計算書類に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の

基準に準拠して連結計算書類を作成し適正に表示することにある。これには、

不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない連結計算書類を作成し適正に表示

するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含ま

れる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場

から連結計算書類に対する意見を表明することにある。当監査法人は、我が

国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。

監査の基準は、当監査法人に連結計算書類に重要な虚偽表示がないかどうか

について合理的な保証を得るために、監査計画を策定し、これに基づき監査

を実施することを求めている。
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　　監査においては、連結計算書類の金額及び開示について監査証拠を入手す

るための手続が実施される。監査手続は、当監査法人の判断により、不正又

は誤謬による連結計算書類の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて選択

及び適用される。監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するた

めのものではないが、当監査法人は、リスク評価の実施に際して、状況に応

じた適切な監査手続を立案するために、連結計算書類の作成と適正な表示に

関連する内部統制を検討する。また、監査には、経営者が採用した会計方針

及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全体と

しての連結計算書類の表示を検討することが含まれる。

　当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手した

と判断している。

　

監査意見

　当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と

認められる企業会計の基準に準拠して、株式会社ソルクシーズ及び連結子会

社からなる企業集団の当該連結計算書類に係る期間の財産及び損益の状況を

すべての重要な点において適正に表示しているものと認める。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定によ

り記載すべき利害関係はない。

以　　上
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連結計算書類に係る監査役会の監査報告

 連結計算書類に係る監査報告書  

 　当監査役会は、平成24年1月1日から平成24年12月31日までの第33期事業年

度に係る連結計算書類（連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等

変動計算書及び連結注記表）に関して、各監査役が作成した監査報告書に基

づき、審議の上、本監査報告書を作成し、以下のとおり報告いたします。

　

１．監査役及び監査役会の監査の方法及びその内容

　監査役会は、監査の方針、職務の分担等を定め、各監査役から監査の実

施状況及び結果について報告を受けるほか、取締役等及び会計監査人から

その職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。

　各監査役は、監査役会が定めた監査の方針、職務の分担等に従い、連結

計算書類について取締役及び使用人等から報告を受け、必要に応じて説明

を求めました。また、会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監

査を実施しているかを監視及び検証するとともに、会計監査人からその職

務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。また、

会計監査人から「職務の遂行が適正に行われることを確保するための体制」

（会社計算規則第131条各号に掲げる事項）を「監査に関する品質管理基

準」（平成17年10月28日企業会計審議会）等に従って整備している旨の通

知を受け、必要に応じて説明を求めました。以上の方法に基づき、当該事

業年度に係る連結計算書類について検討いたしました。

　

２．監査の結果

　会計監査人新日本有限責任監査法人の監査の方法及び結果は相当である

と認めます。

　

 

 平成25年２月27日  

 株 式 会 社 ソ ル ク シ ー ズ 　 監 査 役 会  

 

常 勤 監 査 役 石 田 穂 積 

監 査 役
(社外監査役) 佐 野 芳 孝 

監 査 役
(社外監査役) 増　田　一比古 
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貸　借　対　照　表

（平成24年12月31日現在）
（単位：千円）

資 産 の 部 負 債 の 部

流 動 資 産

現 金 及 び 預 金

受 取 手 形

売 掛 金

有 価 証 券

商 品

仕 掛 品

貯 蔵 品

関係会社短期貸付金

関係会社未収入金

前 払 費 用

繰 延 税 金 資 産

そ の 他

固 定 資 産

有 形 固 定 資 産

建 物

機 械 及 び 装 置

工具、器具及び備品

土 地

リ ー ス 資 産

無 形 固 定 資 産

ソ フ ト ウ ェ ア

電 話 加 入 権

投資その他の資産

投 資 有 価 証 券

関 係 会 社 株 式

出 資 金

繰 延 税 金 資 産

差 入 敷 金 保 証 金

保 険 積 立 金

会 員 権 等

繰 延 資 産

社 債 発 行 費

2,859,157

856,730

362

1,016,878

530,860

224

162,097

445

170,000

36,314

53,536

29,855

1,852

2,745,122

591,055

51,086

5,403

9,891

519,572

5,102

420,920

419,755

1,164

1,733,146

598,278

476,513

10,010

354,481

161,150

129,524

3,188

3,829

3,829

流 動 負 債 1,770,339

買 掛 金 377,288

短 期 借 入 金 397,000

１ 年 内 償 還 予 定 の 社 債 260,000

リ ー ス 債 務 1,601

１年内返済予定の長期借入金 399,200

未 払 金 53,223

未 払 費 用 98,173

未 払 法 人 税 等 116,852

前 受 金 13,960

預 り 金 53,039

固 定 負 債 1,592,959

社 債 70,000

長 期 借 入 金 467,800

リ ー ス 債 務 3,755

退 職 給 付 引 当 金 938,662

役員退職慰労引当金 110,373

そ の 他 2,368

負 債 合 計 3,363,299

純 資 産 の 部

株 主 資 本 2,236,023

資 本 金 1,494,500

資 本 剰 余 金 1,468,229

資 本 準 備 金 451,280

その他資本剰余金 1,016,949

利 益 剰 余 金 275,815

利 益 準 備 金 38,360

その他利益剰余金 237,455

繰越利益剰余金 237,455

自 己 株 式 △1,002,520

評価・換算差額等 8,787

その他有価証券評価差額金 8,787

純 資 産 合 計 2,244,810

資 産 合 計 5,608,109 負 債 ・ 純 資 産 合 計 5,608,109
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損　益　計　算　書

(平成24年１月１日から
平成24年12月31日まで)

　 （単位：千円）

売 上 高  5,867,947

売 上 原 価  4,870,070

売 上 総 利 益  997,877

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費  876,780

営 業 利 益  121,096

営 業 外 収 益   

受 取 利 息 2,015  

有 価 証 券 利 息 2,110  

受 取 配 当 金 22,608  

デ リ バ テ ィ ブ 評 価 益 29,885  

そ の 他 6,984 63,603

営 業 外 費 用   

支 払 利 息 13,970  

社 債 利 息 2,735  

投 資 事 業 組 合 運 用 損 3,258  

社 債 発 行 費 償 却 3,375  

そ の 他 2,098 25,438

経 常 利 益  159,262

特 別 利 益   

投 資 有 価 証 券 売 却 益 19 19

特 別 損 失   

固 定 資 産 除 却 損 191  

投 資 有 価 証 券 評 価 損 5,309  

投 資 有 価 証 券 売 却 損 1,868  

ゴ ル フ 会 員 権 評 価 損 1,674  9,042

税 引 前 当 期 純 利 益  150,239

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 126,429  

法 人 税 等 調 整 額 △50,600 75,829

当 期 純 利 益  74,410
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株主資本等変動計算書

(平成24年１月１日から
平成24年12月31日まで)

　 （単位：千円）

 

株 主 資 本

資 本 金

資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金

自 己 株 式
株 主 資 本
合 計
 資 本

準 備 金
その他資
本剰余金

資本剰余金
合 計

利 益
準 備 金

その他利
益剰余金

利益剰余金
合 計繰越利益

剰 余 金

平成24年１月１日　残高 1,494,500 451,280 1,016,949 1,468,229 38,360 189,847 228,207 △1,002,271 2,188,666

事業年度中の変動額       　   

剰余金の配当      △26,803 △26,803  △26,803

当期純利益      74,410 74,410  74,410

自己株式の取得        △249 △249

株主資本以外の項目
の事業年度中の変動
額 （ 純 額 ）

         

事業年度中の変動額合計 － － － － － 47,607 47,607 △249 47,357

平成24年12月31日　残高 1,494,500 451,280 1,016,949 1,468,229 38,360 237,455 275,815 △1,002,520 2,236,023

　 　 　　 　

 

評 価 ・ 換 算 差 額 等

純 資 産 合 計

　

そ の 他 有 価 証 券
評 価 差 額 金

評 価 ・ 換 算
差 額 等 合 計 　

平成24年１月１日　残高 573 573 2,189,239 　

事業年度中の変動額    　

剰余金の配当   △26,803 　

当期純利益   
　

74,410 　

自己株式の取得   △249 　

株主資本以外の項目
の事業年度中の変動
額 （ 純 額 ）

8,214 8,214 8,214 　

事業年度中の変動額合計 8,214 8,214 55,571 　

平成24年12月31日　残高 8,787 8,787 2,244,810 　
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会計監査人の監査報告

 独立監査人の監査報告書  

 平成25年２月19日 

 株式会社ソルクシーズ  

 取締役会　御中  

        新日本有限責任監査法人  

 

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

公認会計士 上  林  三子雄 

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

公認会計士 毛  利  篤  雄 

 

 　 

　当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、株式会社ソル

クシーズの平成24年１月１日から平成24年12月31日までの第33期事業年度の

計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び

個別注記表並びにその附属明細書について監査を行った。

　

計算書類等に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の

基準に準拠して計算書類及びその附属明細書を作成し適正に表示することに

ある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない計算書類及びそ

の附属明細書を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統

制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場

から計算書類及びその附属明細書に対する意見を表明することにある。当監

査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠し

て監査を行った。監査の基準は、当監査法人に計算書類及びその附属明細書

に重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得るために、監査

計画を策定し、これに基づき監査を実施することを求めている。
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 　監査においては、計算書類及びその附属明細書の金額及び開示について監

査証拠を入手するための手続が実施される。監査手続は、当監査法人の判断

により、不正又は誤謬による計算書類及びその附属明細書の重要な虚偽表示

のリスクの評価に基づいて選択及び適用される。監査の目的は、内部統制の

有効性について意見表明するためのものではないが、当監査法人は、リスク

評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、計算

書類及びその附属明細書の作成と適正な表示に関連する内部統制を検討する。

また、監査には、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者

によって行われた見積りの評価も含め全体としての計算書類及びその附属明

細書の表示を検討することが含まれる。

　当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手した

と判断している。

　

監査意見

　当監査法人は、上記の計算書類及びその附属明細書が、我が国において一

般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、当該計算書類及びそ

の附属明細書に係る期間の財産及び損益の状況をすべての重要な点において

適正に表示しているものと認める。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定によ

り記載すべき利害関係はない。

以　　上
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監査役会の監査報告

 監　査　報　告　書  

 　当監査役会は、平成24年1月1日から平成24年12月31日までの第33期事業年

度の取締役の職務の執行に関して、各監査役が作成した監査報告書に基づき、

審議の上、本監査報告書を作成し、以下のとおり報告いたします。

　

１．監査役及び監査役会の監査の方法及びその内容

　監査役会は、監査の方針、職務の分担等を定め、各監査役から監査の実

施状況及び結果について報告を受けるほか、取締役等及び会計監査人から

その職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。

　各監査役は、監査役会が定めた監査役監査の基準に準拠し、監査の方針、

職務の分担等に従い、取締役、内部監査部門その他の使用人等と意思疎通

を図り、情報の収集及び監査の環境の整備に努めるとともに、取締役会そ

の他重要な会議に出席し、取締役及び使用人等からその職務の執行状況に

ついて報告を受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、

業務及び財産の状況を調査いたしました。また、事業報告に記載されてい

る取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体

制その他株式会社の業務の適正を確保するために必要なものとして会社法

施行規則第100条第1項及び第3項に定める体制の整備に関する取締役会決議

の内容及び当該決議に基づき整備されている体制（内部統制システム）に

ついて、取締役及び使用人等からその構築及び運用の状況について定期的

に報告を受け、必要に応じて説明を求め、意見を表明いたしました。子会

社については、子会社の取締役等と意思疎通及び情報の交換を図り、必要

に応じて子会社から事業の報告を受けました。以上の方法に基づき、当該

事業年度に係る事業報告及びその附属明細書について検討いたしました。

　さらに、会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施し

ているかを監視及び検証するとともに、会計監査人からその職務の執行状

況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。また、会計監査

人から「職務の遂行が適正に行われることを確保するための体制」（会社

計算規則第131条各号に掲げる事項）を「監査に関する品質管理基準」（平

成17年10月28日企業会計審議会）等に従って整備している旨の通知を受け、

必要に応じて説明を求めました。以上の方法に基づき、当該事業年度に係

る計算書類（貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注

記表）及びその附属明細書について検討いたしました。
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監査役会の監査報告

－ 29 －

 ２．監査の結果

（1）事業報告等の監査結果

一　事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況

を正しく示しているものと認めます。

二　取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令もしくは定款に違

反する重大な事実は認められません。

三　内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認め

ます。また、当該内部統制システムに関する事業報告の記載内容及

び取締役の職務の執行についても、指摘すべき事項は認められませ

ん。

（2）計算書類及びその附属明細書の監査結果

　会計監査人新日本有限責任監査法人の監査の方法及び結果は相当であ

ると認めます。

　

 

 平成25年２月27日  

 株 式 会 社 ソ ル ク シ ー ズ 　 監 査 役 会  

 

常勤監査役　 石 田 穂 積 

監 査 役
(社外監査役) 佐 野 芳 孝 

監 査 役
(社外監査役) 増　田　一比古 

 

以　上
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剰余金処分議案

－ 30 －

株主総会参考書類
　

　

第１号議案　剰余金の処分の件

　当社は、株主の皆様への利益還元を経営の重要課題の一つと認識していま

すが、安定的な経営基盤の構築にも努め、両者のバランスのとれた経営を目

指します。

　配当につきましては配当性向を考慮し、業績に応じた配当を心掛けつつ、

できるだけ安定的な配当を継続することを基本方針としております。

　当期の剰余金処分につきましては、この方針に基づき、以下のとおりとい

たしたいと存じます。

期末配当金に関する事項　

(1) 配当財産の種類　　　　　　　　　　　金銭　

(2) 配当財産の割当に関する事項及びその総額

　　当社普通株式１株につき金5.0円　　総額53,602,845円

(3) 剰余金の配当が効力を生じる日

　　平成25年３月29日　
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取締役選任議案　

－ 31 －

第２号議案　取締役６名選任の件

　本総会終結の時をもって、取締役８名全員が任期満了となります。

　つきましては、取締役６名の選任をお願いいたしたいと存じます。

　取締役候補者は、次のとおりであります。

候補者
番 号

氏 名
（生年月日）

略 歴 、 当 社 に お け る 地 位 、 担 当
（ 重 要 な 兼 職 の 状 況 ）

所有する当社
の 株 式 の 数

１
なが    お    あきら

 長   尾 　　章
(昭和30年２月23日生)

昭和58年３月　㈱トータルシステムコンサルタント

設立、同社取締役

平成９年４月　同社常務取締役

平成10年１月　合併により当社専務取締役システム

本部長

平成12年１月　当社常務取締役事業本部長

平成12年３月　当社専務取締役事業本部長

平成16年１月　当社代表取締役専務

平成17年３月　当社代表取締役副社長

平成18年３月　当社代表取締役社長（現任）

（重要な兼職の状況）

㈱エフ・エフ・ソル　代表取締役会長

㈱イー・アイ・ソル　代表取締役会長

㈱teco　代表取締役社長

㈱インフィニットコンサルティング　代表取締役会長

㈱ノイマン　代表取締役社長

㈱インターディメンションズ　代表取締役社長

㈱エクスモーション　代表取締役社長

㈱コアネクスト　代表取締役会長

㈱アスウェア　代表取締役会長

索路克（杭州）信息科技有限公司　董事長　兼　総経理

559,674株
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取締役選任議案　

－ 32 －

候補者
番 号

氏 名
（生年月日）

略 歴 、 当 社 に お け る 地 位 、 担 当
（ 重 要 な 兼 職 の 状 況 ）

所有する当社の
株 式 の 数

２
 わた なべ もと き
 渡  辺  源  記
(昭和31年11月８日生)

昭和63年４月　当社入社

平成16年１月　当社執行役員

平成16年１月　当社産業ＳＩ統括部長

平成17年１月　当社産業事業本部長

平成17年３月　当社取締役

平成22年３月　当社常務取締役（現任）

平成22年４月　当社管理本部長（現任）

平成24年１月　当社経理部長（現任）

（重要な兼職の状況）

㈱teco　取締役　

32,000株

３
 た　 なか    まもる

 田   中 　　守
(昭和31年４月29日生)

昭和58年３月　㈱トータルシステムコンサルタント

設立、同社取締役

平成10年１月　合併により当社取締役

平成11年12月　当社取締役退任

平成15年11月　当社海外事業推進室長

平成16年１月　当社執行役員

平成17年１月　当社金融事業本部長

平成17年３月　当社取締役

平成22年３月　当社常務取締役（現任）

平成22年４月　当社金融事業本部長　兼　産業事業

本部長

平成23年１月　当社事業本部長（現任）

平成25年１月　当社事業本部第二産業事業部長（現

任）　

（重要な兼職の状況）

㈱エフ・エフ・ソル　取締役

㈱インフィニットコンサルティング　取締役社長

㈱アスウェア　取締役社長　

59,488株
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取締役選任議案　

－ 33 －

候補者
番 号

氏 名
（生年月日）

略 歴 、 当 社 に お け る 地 位 、 担 当
（ 重 要 な 兼 職 の 状 況 ）

所有する当社の
株 式 の 数

４
あお やぎ よし のり
 青  柳  義  徳
(昭和30年５月26日生)

昭和61年４月　日本ハイソフト㈱（現インフォテック

㈱）入社

平成15年４月　㈱エフ・エフ・ソル入社

平成16年１月　同社取締役

平成17年１月　同社取締役社長（現任）

平成18年３月　当社取締役（現任）

平成25年３月　当社銀行システム開発推進室長（現

任）　

（重要な兼職の状況）

㈱エフ・エフ・ソル　取締役社長

㈱インターディメンションズ　取締役

7,080株

５
かや ぬま とし ひこ
 萱  沼  利  彦
(昭和34年３月６日生)

昭和58年11月　当社入社

平成17年１月　当社事業推進本部ＰＭＯ室長

平成19年７月　当社執行役員

平成19年７月　当社ＰＭＯ室長　兼　人材開発室長

平成20年４月　当社ＰＭＯ室長

平成21年１月　当社事業推進本部長

平成23年３月　当社取締役（現任）

平成24年１月　当社事業推進本部長　兼　内部監査室

長

平成25年１月　当社営業本部長　兼　事業推進本部長

（現任）

56,300株
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取締役選任議案　

－ 34 －

候補者
番 号

氏 名
（生年月日）

略 歴 、 当 社 に お け る 地 位 、 担 当
（ 重 要 な 兼 職 の 状 況 ）

所有する当社の
株 式 の 数

６
 こ  もり よし  お
 小  森  由  夫
(昭和34年11月29日生)

昭和53年４月　日興證券㈱入社

平成17年９月　当社入社

平成18年１月　当社金融事業本部副本部長

平成19年７月　当社執行役員

平成23年１月　当社事業本部第二金融事業部長（現

任）

平成23年３月　当社取締役（現任）

平成23年４月　当社事業本部副本部長（現任）

（重要な兼職の状況）

㈱コアネクスト　取締役社長

    22,600株

（注）１．当社は、長尾章氏が代表取締役である㈱エフ・エフ・ソル及び㈱イー・アイ・ソルと

の間でシステム開発の請負の部類で競業関係にあるほか、両社に対し、システム開発

業務の委託等を行っております。

２．当社は、長尾章氏が代表取締役である㈱tecoとの間でシステム開発の請負の部類で競

業関係にあるほか、同社に対し、システム開発業務やウェブサイト開発業務の委託、

債務保証等を行っております。

３．当社は、長尾章氏が代表取締役である㈱インフィニットコンサルティングとの間でシ

ステム開発の請負の部類で競業関係にあるほか、同社に対し、システム開発に関する

コンサルティング業務の委託、債務保証等を行っております。

４. 当社は、長尾章氏が代表取締役である㈱ノイマンに対し、債務保証等を行っておりま

す。

５. 当社は、長尾章氏が代表取締役である㈱インターディメンションズに対し、貸付及び

債務保証等を行っております。

６. 当社は、長尾章氏が代表取締役である㈱エクスモーションとの間でシステム開発の請

負の部類で競業関係にあるほか、債務保証等を行っております。

７. 当社は、長尾章氏が代表取締役である㈱コアネクストとの間でシステム開発の請負の

部類で競業関係にあるほか、同社からのシステム開発業務の受託、ならびに同社に対

し債務保証等を行っております。

８. 当社は、長尾章氏が代表取締役である㈱アスウェアとの間でシステム開発の請負の部

類で競業関係にあるほか、同社に対し、システム開発業務の委託、債務保証等を行っ

ております。

９．その他の取締役候補者と当社との間には、特別の利害関係はありません。
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監査役選任議案

－ 35 －

第３号議案　監査役２名選任の件

　本総会終結の時をもって、監査役佐野芳孝氏が任期満了となり、

増田一比古氏が辞任されます。

　つきましては、監査役２名の選任をお願いいたしたいと存じます。

　なお、本議案につきましては、監査役会の同意を得ております。

　監査役候補者は、次のとおりであります。

候補者
番 号

氏 名
（生 年 月 日）

略 歴 、 当 社 に お け る 地 位
（ 重 要 な 兼 職 の 状 況 ）

所有する当社
の 株 式 の 数

１
  さ   の　 よし たか

 佐  野  芳  孝
(昭和28年９月28日生)

昭和56年２月　公認会計士三次試験合格

平成３年７月　佐野公認会計士事務所開設

平成14年３月　当社社外監査役（現任）

　（重要な兼職の状況）

　シンヨー株式会社　監査役
　株式会社河原　監査役
　ラップマスターエスエフティ株式会社　監査役
　株式会社ＩＤＸ　監査役　

11,168株

２
※

 なか  た  き よ み
 中  田  喜與美
(昭和30年４月16日生)

平成11年７月　東京国税局退職

平成11年９月　中田税理士事務所開設

平成20年７月　税理士法人中田会計事務所設立

            　代表社員就任（現任）　

1,000株

（注）１．※印は、新任監査役候補者であります。

　　　２．各候補者と当社との間には特別の利害関係はありません。

３．佐野芳孝氏は、現在当社の社外監査役でありますが、監査役としての在任期間は本総

会終結の時をもって11年になります。　

４．中田喜與美氏は、増田一比古氏の補欠ではありませんので、任期は定款の定めにより

４年となります。

５．佐野芳孝氏ならびに中田喜與美氏は、社外監査役候補者であります。

６．佐野芳孝氏ならびに中田喜與美氏を社外監査役候補者とした理由は以下のとおりであ

ります。

　　(1) 佐野芳孝氏は、公認会計士として専門的な知識および経験に加え事業会社の監査

役としての経験も有しており、その経験と識見を当社の監査体制に活かしていただく

ため、引き続き社外監査役として選任をお願いするものであります。

　　(2) 中田喜與美氏は、会社経営に関与したことはありませんが、税理士として専門的

な知識及び経験を有しており、当社の監査役としての職務を適切に遂行することがで

きると判断し、社外監査役として選任をお願いするものであります。

７. 中田喜與美氏は、平成11年11月1日より当社顧問税理士として契約を締結しております

が、当社監査役就任をもちまして、契約を解除いたします。　
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補欠監査役選任議案

－ 36 －

第４号議案　補欠監査役２名選任の件

　監査役が法令に定める員数を欠くことになった場合に備え、補欠監査役２

名の選任をお願いいたしたいと存じます。

　なお、本議案につきましては、監査役会の同意を得ております。

　補欠監査役候補者は、次のとおりであります。

候補者
番 号

氏 名
（生 年 月 日）

略 歴 、 当 社 に お け る 地 位
（ 重 要 な 兼 職 の 状 況 ）

所有する当社
の 株 式 の 数

１
 た　 ざわ よし  お

 田  澤    夫
(昭和25年４月29日生)

昭和44年４月　東京国税局入局

平成17年７月　同退職

平成17年８月　税理士登録

1,200株

２
きた じま たか のり
 北  島  孝  則
(昭和32年９月８日生)

昭和58年４月　当社入社

平成13年１月　当社事業推進室長

平成16年１月　当社執行役員（現任）

平成16年１月　当社ｿﾘｭｰｼｮﾝﾋﾞｼﾞﾈｽ統括部長

平成17年１月　当社ｿﾘｭｰｼｮﾝﾋﾞｼﾞﾈｽ事業本部副本部長

平成20年４月　当社営業本部副本部長（現任）

51,120株

（注）１．各候補者と当社との間には特別の利害関係はありません。

２．北島孝則氏は石田穂積監査役の補欠であります。

３. 田澤夫氏は、補欠社外監査役候補者であり、佐野芳孝監査役候補者及び中田喜與美

監査役候補者の補欠であります。

４．田澤夫氏は、会社経営に関与したことはありませんが、税理士として専門的な知識

及び経験を有しており、当社の監査役としての職務を適切に遂行することができると

判断し、補欠社外監査役として選任をお願いするものであります。

５. 田澤夫氏は、平成17年12月8日より当社顧問税理士として契約を締結しております。
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退職慰労金議案

－ 37 －

第５号議案　退任取締役に対し退職慰労金贈呈の件

　取締役鈴木俊男、阿部文也の両氏は、本総会終結の時をもって任期満了に

より退任されます。在任中の労に報いるため、当社の内規に基づき相当額の

範囲内において、退職慰労金を贈呈することとし、その具体的な金額、贈呈

の時期、方法等は、取締役会にご一任願いたいと存じます。

　退任取締役各氏の略歴は、次のとおりであります。　

氏 名 略 歴

 すず　き  とし  お

 鈴  木  俊  男

平成17年３月　当社取締役

　　　　　　　 (現在に至る)

 あ   べ  ふみ  や

 阿　部　文　也

平成23年３月　当社取締役

　　　　　　　 (現在に至る)　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上
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地図

株主総会会場ご案内図
　　

〒110-0015　東京都台東区東上野一丁目26番２号

オーラム　地下２階　ラ・サル　ローヤル
TEL.03(5812)1123　FAX.03(5812)1125

http://www.aurum-ueno.jp
　

ＪＲ山手線・京浜東北線：御徒町駅（北口）徒歩８分

地下鉄　日比谷線：仲御徒町駅（３番出口）徒歩６分

地下鉄　大江戸線・つくばエクスプレス線

　　　　　　　　：新御徒町駅（Ａ１出口）徒歩２分

N
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鴎
高
校

ポ
プ
ラ

出光GS

多慶屋 ローソン

ローソン
青木歯科

東薬健保

西町薬局

永寿病院

下谷神社

至入谷

至厩橋

至浅草

至岩本町

大江戸線
上野御徒町駅

大江戸線
新御徒町駅

銀座線
稲荷町駅

日比谷線
仲御徒町駅

朝日信金

　※ 当会場には駐車場がございませんので、ご了承のほどお願い申し上げます。
　
　当日ご来場くださいました株主さまへのお土産につきましては、
　昨年よりとりやめとさせていただいております。
　何卒ご理解くださいますようお願い申し上げます。




